









A Review of Research on Modeling in Science Teaching in Japan
Hiroshi Unzai
Abstract: This study reviewed research on modeling in science teaching in Japan. Using 
the “CiNii” search engine, we identified and analyzed 35 articles related to research on 
modeling in science teaching. These articles were divided into three types: theoretical studies, 
survey studies, and practical studies. We examined recent trends and the future direction 
of research on modeling in Japan based on the results of the analysis and comparison with 
other international research articles. These analyses and comparisons revealed three main 
findings: a) there were few theoretical studies in Japanese journals; b) the survey studies 
focused on students’ images (models) of natural phenomena, thinking processes with models, 
or understanding of the role of scientific models; c) most of the practical studies focused 
on conceptual formulation. These findings highlight the need for discussion of theoretical 
frameworks of modeling and students’ characteristics in the context of the science curriculum 
in Japan, and indicate that we should focus on students’ modeling competence.

















































































































































研究手法 論文 対象 領域 単元・内容










古屋・戸北（2001） 小学校第６学年，中学校第１，２，３学年，高等学校第１学年，大学生 物理 電気回路
荻野・久保田・桐生（2014） 小学校第４学年 化学 もののあたたまり方
高垣（2004） 小学校第４学年 物理 電気回路
小野瀬・藤枝・森本（2009） 中学校第２学年 化学 化学変化と原子・分子
齊藤（2014） 小学校第３学年 化学 空気と水
実践
清水（2003） 小学校第６学年 生物 植物の葉序
永井・川北（1999） 小学校第４学年 物理 電気のはたらき
上島（2000） 中学校第３学年 化学 イオン
柿原（2001） 中学校第１学年 化学 状態変化
古屋（2002） 中学校第２学年 物理 電流と電圧
宗近（2002） 小学校第５学年 化学 もののとけ方
高垣・田原（2004） 小学校第４学年 物理 電気のはたらき
笠ら（2005） 高等学校第１，２，３学年，大学生 物理 力学
益田（2006） 中学校第２学年 物理 電流と電圧
宮内（2008） 中学校第１学年 化学 物質の溶解
和田・森本（2008） 高等学校第３学年 化学 化学反応の速さと平衡
大洲（2009） 中学校第１学年 化学 状態変化
石井・本間（2009） 小学校第４学年 物理 電気のはたらき
山下・小野寺（2009） 小学校第５学年，小学校第６学年 化学 水溶液の性質，溶解
山田（2010） 中学校第１学年 化学 状態変化
中澤・松原・三田・斉藤（2011）大学生 物理 モーメント，振動
峯﨑・久保田・小林（2011） 中学校第１学年 化学 水溶液
柳澤（2011） 中学校第１学年 化学 溶解，状態変化
内ノ倉（2011） 中学校第２学年 物理 電流と電圧
金田（2012） 中学校第３学年 化学 状態変化，溶解，化学反応，浸透圧
宮嶋・池下（2012） 高校生 化学 溶解
宮内（2012） 中学校第１学年，中学校第３学年 化学 溶解，イオン
阿部（2012） 中学校第１学年 化学 溶解
益田・柏木（2013） 小学校第５学年 化学 もののとけ方
小倉・藤井（2013） 中学校第２学年 化学 化学変化
小川ら（2014） 小学校教員 化学 溶解
菊地・高室・尾崎・黄川田・
村上（2014） 小学校第４学年，小学校第５学年 化学 水と水蒸気，もののとけ方
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